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掩体壕
えんたいごう

馬蹄形に盛り土し、駐機している軍
用機が、爆風や破片を避けるだけ
の簡易なものでした。 特攻機等を
格納し、弾薬の搭載や燃料補給、
整備や修理などを行いました。
また、偽の飛行機を設置して攻撃
させ、弾薬等を消耗させました。

22.5m 18
m

2～3m

④ 浅間陸軍飛行場跡

 ① 戸ノ木の護岸

⑤ 兵隊たちの壕跡

③ 現存する掩体壕跡

② 特攻平和慰霊碑
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国土地理院基盤地図情報をもとに作成

もっと情報が見られる
電子版はこちら

もっと情報が見られる
電子版はこちら

陸軍浅間飛行場建設のきっかけは、1937年（昭和12年）に始まる大東亜戦争なかば、1941年（昭和17年）6月のミッ
ドウェー海戦で大敗。 我が国の主だった空母と艦載機を失い、その後の空母再建もままならず、南方の戦線で制空
権が維持できなくなったことでした。 対策として、島々に飛行場を建設し島伝いに航空路を確保する方針へ転換、
徳之島では、1943年（昭和18年）10月に浅間の土地買収、翌昭和19年1月までに、島内、沖永良部島、与論島から、
計2,630名の人夫が徴用され、ほぼ人力のみで昼夜を問わず工事を進め、6月に完工しました。 同年10月10日に初

めて米艦載機による空襲（十・十空襲） に遭い、さらに翌昭和20年3月23日以降、7月まで連日のように続きました。  浅間飛行場からの陸軍特攻は8回、14名と
されています。 下図は編集者（山田）が、米艦載機に撮影された当時の写真を収集し、画像処理・解析して得られた飛行場の様子を、地図に落としたものです。 
※ユイの館（アリーナ）、浅間公民館横に、下記内容と同様の看板が設置されています。

陸軍浅間飛行場跡

シリーズ天城遺産　その１６

76年前は戦場
戸ノ木には、機関砲の薬きょうが落ちている

今もなお、戦争の跡が見つかるんだ
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